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黒色表皮腫に併存した胃癌の 1例
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比較的まれとされる黒色表皮腫に併存した進行胃癌症4/1を経験したので報告した。症4/1は50歳の男

性で,黒 褐色皮疹と尤贅を主訴とし,黒 色表皮腫と診断された,精 査の結果,胃体上部の IIc類似型進

行胃癌と食道粘膜のびまん性乳頭状増殖を認めた。胃全摘術を施行したが,大 動脈周囲の転移性 リン

パ節腫大をみとめ,根 治切除とはならなかった。

黒色表皮腫と悪性腫瘍との関係は古くからいわれているが,特に胃癌の合併が多く報告されている。

われわれの文献検索では,本 邦での過去10年間に黒色表皮腫に併存した悪性腫瘍は56例であり,そ の

うち45421(80.4%)に胃癌を併発していた。皮膚症状は胃癌の発見につながるものではあるが,早 期

胃癌の頻度は記載の明かな31例中わずかに 2例 に過ぎなかった。われわれの症例の反省からも,今 後

黒色表皮腫の患者に対しては,特 に胃癌の合併を念頭に置いた定期検診を行うべきと考える。
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I. は じめに

黒色表皮腫は皮膚の乳頭状増殖,角 質増生,色 素沈

着を 3主徴とする比較的まれな疾患であり,成 人に発

生すると,高 率に内臓悪性腫瘍が併存するといわれて

いる1).

Fig. I Multiple verruca of the face (left)
(right).

今回われわれは,黒 色表皮腫と食道粘膜のびまん性

乳頭状隆起を合併した進行胃癌の 1例 を経験したので

報告し,本 邦文献報告夕」の検討を行った。

H.症   例

患者 !50歳 ,男 性.

Pignlentation of the right axlllary skin
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主訴 !間擦部の黒褐色皮疹.

現病歴 i昭和63年 1月頃より,頸 部,腋 寓,鼠 径部

などに騒痒感を伴 う黒褐色皮疹を認めた.続いて手背,

日角にも苑贅が多発してきたため,同 年 5月。当院皮

膚科を受診し,黒 色表皮腫と診断された.第 3内 科で

消化管を検索したところ, 胃の体中部後壁に癌が発見

され,手 術目的で同年 7月 4日 当科へ入院した。既往

歴に慢性肝炎と糖尿病がある。家族歴に特記すべきこ

とはなかった。

入院時現症 :身長166cm,体 重71.2kg.口角,手 背,

足背に痴贅が多発し,頭 頭部,腋 笛,鼠 径部に黒褐色

皮疹を認めた(Fig,1).貧 血,黄 痘を認めず,表 在 リ

ンパ節を触知しなかった。胸部,腹 部にも異常を認め

なかった。

入院時検査所見 t血液では,生 化学校査に異常を認

めず,腫 瘍マーカーも陰性であった。免疫能で, ツベ

ルクリン反応は陽性であり,免疫グ■ブリン,補体値,

リンパ球機能にも異常を認めなかった。また,尿 中

epidemlal growth factorは陰性であった (Table l).

皮膚科で行った腋寓の皮膚生検で,表 皮の hyper‐

Table l  Laboratott data on admission

RBC 504X 104/mmo   ruぃ。r marker AFP       32 ng/m
WBc  i1300/mma           cEA       0 7 ng/m
Hb     14 9 9′d,                 IAP           572″9/ml
Hi    43 5%             CA19‐9      5!U/mi
P,   203x104/mma    lmmun。lo91o31 rubereuhn test 2'X23 mm
TP      009/di                19A          334 m9/di
A l b     4 5 9′d ,             1 9 6         1 8 i 5 m 9 / d i !
T ‐b 1   0 2 ぃ9 ′d i         】g M      i 7 4  m 9 / d ,
GOT     20 1U/F               C3            95 m9/dl
GPT     21】U/F               c4            13 mg/d
LDH    348 1U/2               PHA tymPhooyte transformation test ぃormaⅢ
ALP    207 1U/2             Con A tym,いooyte transtormaⅢon tesi normat

7‐GTP    32 1U/!                 ADCC activity                 normaⅢ
Ch‐E    2411U/″               NK ce‖act vity               norma!
ZTT    173 K U     urine oP,dermコ!9rowth Factor                 normai
TTT   103 M U

Fig. 2 Blopsy of the skin lesion shows hyperker‐

atosis(HE × 20)
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kelatosisを認めた (Fig.2).

上部消化管 X線 所見では食道中下部に類円形の多

発する小隆起像を認めた。さらに, 胃体中部後壁には

陥凹性病変があ り,IIc類 似型進行 胃癌が疑われた

(Fig, 3).

内視鏡所見では食道中下部粘膜に多発性乳頭状隆起

が見られ (Fig。4),生 検の結果,扁 平上皮の乳頭状増

Fig。 3 (↓ )Upper gastrointestinal bariuna con‐

trast radlograph sho、ved the irregularity in the

■1lddle gastric body

Fig. 4 Endoscopy of the esophagus showed papil

lomatous change of the mucosa.
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殖であった。一方,冒病変は,中′らの陥凹と辺縁に Fold

の集中,途 絶,癒 合を伴っていた(Fig.5).生検では,

低分化型腺癌であった,

Computed tomography(CT)所 見では胆嚢内に結

石を 1個認めた,肝 転移はなかったが,大 動脈周囲に

数個の腫大した リンパ節を認めた (Fig.6).

以上の所見より,黒 色表皮腫と食道粘膜のびまん性

乳頭状隆起を合併した IIc類似型進行胃癌と診断し,

昭和63年7月 14日手術を施行した.

手術所見 :開腹したところ,乳 び様の腹水を少量認

めたが,腹 膜播種,肝 転移は認められなかった, リン

パ節は第 4群 まで腫大し,特 に腸間膜根部では小児手

舎大の リンパ節腫大を認めた。根治切除は不可能と判

断し,Rl郭 清を伴った胃全摘術を施行した。胆石症を

Fig. 5 Endoscopy of the middle gastric body
showed IIc-like advanced cancer
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Fig. 6 Computed tomography showed the
aortic lymph nodes swelling (\ ).

Fig. 7-a Macroscopic finding of the resected
stomach. b: Histological findings of the gastric
lesion show poorly differentiated adenocar-
cinoma. (H.E. x50)

合併していたため,胆 嚢を摘出して手術を終えた。

摘出標本では胃体中部後壁に3.6cm× 2.7cmの 陥凹

病変を認めた (Fig.作 a)。衆膜面では,NO,3の リン

パ節が腫大し一塊となっていた。組織型は低分化型腺

癌であり(Fを.7b),INFβ ,深 達度は se,ly3,v2,

n4(十 ),pl,hO,stage IVら であった。また,胆 嚢の

衆膜面にも原発巣と同じ組織型の腺癌を認めた.術 後

経過良好にて,昭 和63年 9月 13日当科退院となるも,

同年11月25日他院にて癌死した。

III.考   察

著者らの文献検索によると,1979年 から1988年まで

の10年間に検索しえた本邦の悪性黒色表皮腫の報告例

は56例である。 こ のうち,胃 癌に併存した頻度は45例

(80.4%)と 最 も多 く,次 いで肺癌の 4例 であった

(Table 2).

最も併存頻度の高い胃癌についてみると,男 女差は

男性659%,女 性34.1%と一般胃癌と比べて特に差は

なく,平 均年齢は男性61.4歳,女 性55.5歳であった。

先行病変としては,皮 疹先行型が27例,同 時型 6例 ,

腹部症状先行型11例,不 明 1例 と皮疹先行型が最も多

かった。早期胃癌の報告例は記載の明かな31例中わず

”一巾！Ｌ
的麟
鶏

para‐
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Table 2  Sites ofrnalignant lesions associated with

acanthosis nigricans_
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のきっかけになるものと思われ,黒 色表皮腫の患者で

は,胃 を中心とした十分な検索が必要である。

今回の集計例では早期癌は記載の明かな胃癌31例中

わずかに 2例 に過ぎなかった.こ れは山田ら
11)の報告

とも合致するものである.す なわち,皮 膚症状は胃癌

の発見につながるものではあるが,早 期発見の手がか

りになることは少なく,治 癒切除が不可能な場合も少

なくない.この原因として,野町ら
1のは,黒色表皮腫を

合併する悪性腫瘍は免疫抑制物質を産生する場合があ

り, これにより免疫能の低下を招 くとしているが, 自

験falでは,免 疫能の低下は見られなかった。

黒色表皮腫の皮膚症状はある程度腫瘍の量に相関す

るのではないかといわれており
13), 胃切除に伴 う皮膚

症状の軽快や,化 学療法により皮膚症状が軽快した報

告例
1りがある。自験例でも胃切除後,MMC,5 FUな

どの化学療法を施行し,皮 膚症状の軽快とともに,術

後約 1カ 月日より出現した激しい癌性疼痛が消失して

いる。非治癒切除症例であっても胃切除を行い,腫 瘍

の減量を図るとともに,化 学療法などの補助療法を施

行する必要があると思われる。

さらに, 自験例では食道粘膜に多発性の乳頭状隆起

を合併しているが,悪 性黒色表皮腫と同時に食道粘膜

病変を合併していた報告例は,1950年の Pasiniの内視

鏡報告が最初とされている。高安ら
のはその後現在ま

での報告例は18例とまれな疾患であるとしている。

黒色表皮腫は,食 道粘膜以外に口腔内,大 腸,瞳 な

どの粘膜にも病変を生ずるといわれ,皮膚以外に食道,

その他の粘膜変化に十分注意を払い,経 過観察するこ

とが必要である。
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paP:PapHlery adeno● aroinoma    (ua,an 1979～ 1988)

かに2例に過ぎなかった。組織型については,記 載の

明かなものが24例と少ないが (Table 3),分化型が

583%,未 分化型が41.7%であり,一 般胃癌と比べ,

差はなかった。

黒色表皮腫は1890年にJanovSkyめとPollitzerりに

より報告された疾患であり,以 後,内 臓悪性腫瘍,特

に胃癌との併存例が数多く報告されている。

黒色表皮腫と悪性腫瘍との病因論には古くから腫瘍

毒素説,交 感神経圧迫説,内 分泌障害説,副 腎機能障

害説, ウイルス説,遺 伝子障害説などさまざまな報告

があるが,い まだに定説に至っていない。
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いるが,約 半数とするものが多い
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合併する悪性腫場では胃癌が最も多く,本 邦におけ

るその頻度は,上 野め,佐 藤ら
91は90%,高 木ら1いは

78.4%としている。

皮膚病変の平均先行期間はCurthDによれば約 1年,

山口ら11)によれば9.9か月であり,皮膚症状は胃癌発見
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A Case of Gastric Cancer with Acanthosis Nigricans

Masao Kondoh, Yukifumi Kondoh, Yuji Sawaguchi, Hiroshi Shiroto, Shohei Ohsawa,
Kazuyoshi Ohmori, Hideaki Ogawa andJun.ichi Uchino

First Department of Surgery, Hokkaido University School of Medicine

A rare case of gastric cancer with acanthosis nigricans is reported. A S0-year-old man complained of
hyperpigmentation and verruca of the skin, which was histologically diagnosed as acanthosis nigricans.
Examination of the upper GI tract revealed Ilc-like advanced gastric cancer and a papillomatous change in the
esophageal mucosa. Total gastrectomy was performed, but it was non{urative because of mutiple metastases in
the para-aortic lymph nodes. Acanthosis nigricans is usually associated with malignant lesions, of which gastric
cancer is by far the most common. In the past 10 years, 56 srses of malignant acanthosis nigricans have been
reported in Japan. In 45 cases (80.4%) it was associated with gastric cancer, only two of which were early gastric
cancer. This indicates that most patients with acanthosis nigricans have advanced gastric carcinoma probably
because of ignorance of the high incidence of gastric cancer. As a result curative resection could not be performed.
Therefore, it is important to investigate the upper GI tract periodically from the early stage while investigating a
case of acanthosis nigricans.
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